
■ TNF工法工事（地盤改良工事）については別途工事とします。
   ただし、下記に内容については本工事として見込んでください 。

   ・高さの基準の設定：電柱柱などの動きにくい物に施工高さの基準（SGL+1000）の準備としてください。

 ・飛散養生として仮囲いの設置：高さは仮囲い+養生＝5ｍ程度が理想です。

 ・逃げ座標の設定：通り芯からの距離が分かるポイントが４面（東・西・南・北）に対して３ヶ所以上設定してください。

 ・仮設水道、仮設電源の設置

   ・フレコンの回収用コンテナの設置及び処理

   ・別途資料の金額欄に本工事と記載がある項目

   ・TNF工法の工事業者との調整費

 

（※ TNF工法工事に必要な土留め工事はTNF工法工事で見込みます。）

ＴＮＦ工法の工事業者から提

出があった「施工前の準備」

という別資料を添付します。



記号 名称 形状・村法 呼称 数量 単価 金額 備考

1 地盤改良工事（１期工事）

事前スキトリ H=370 GL～改良天端迄 ｍ3 168.0 本工事

事前スキトリ H=370 運搬 処分 ｍ3 168.0 本工事

スキトリ H=800 １次改良部布堀り ｍ3 290.0 別途工事

１次改良 H=1700，2700 特殊土用固化材 ｍ3 605.0 別途工事

埋め戻し H=800 ｍ3 290.0 別途工事

2次改良 H=800,1400 特殊土用固化材 ｍ3 346.0 別途工事

2次改良 H=800,1400後 整正 ｍ3 430.0 別途工事

外構改良 H=800 特殊土用固化材 ｍ3 4.0 別途工事

外構改良 H=800後 整正 ｍ3 5.0 別途工事

重機回送費 式 1.0 別途工事

室内配合試験 試料 2.0 別途工事

六価クロム溶出試験 回 2.0 別途工事

一軸圧縮試験 ６供試体 回 2.0 別途工事

地盤改良位置出し 式 1.0 別途工事

地盤改良施工図 式 1.0 別途工事

工事写真 式 1.0 別途工事

書類作成 式 1.0 別途工事



記号 名称 形状・村法 呼称 数量 単価 金額 備考

2 土工事（１期工事）

カッター切断 ｍ 320.0 別途工事

地盤改良後根切 床付込 ｍ3 215.0 別途工事

掘削度運搬 場内仮置き ｍ3 215.0 別途工事

埋め戻し 残土を転用可能 ｍ3 48.0 本工事

防湿シート敷き ｍ3 373.0 本工事

残土処分 改良余剰土 ｍ3 233.0 本工事

残土処分 掘削残土 ｍ3 258.0 本工事

※ 内訳書内の残土土量は参考数量です。

改良残土は建設発生土として利用可能です

（H18.8.10 国管技第112号）



記号 名称 形状・村法 呼称 数量 単価 金額 備考

1 地盤改良工事（２期工事）

事前スキトリ H=370 GL～改良天端迄 ｍ3 111.0 本工事

事前スキトリ H=370 運搬 処分 ｍ3 111.0 本工事

スキトリ H=800 １次改良部布堀り ｍ3 203.0 別途工事

１次改良 H=1700，2700 特殊土用固化材 ｍ3 573.0 別途工事

埋め戻し H=800 ｍ3 203.0 別途工事

2次改良 H=800,1400 特殊土用固化材 ｍ3 229.0 別途工事

2次改良 H=800,1400後 整正 ｍ3 286.0 別途工事

外構改良 H=800 特殊土用固化材 ｍ3 29.0 別途工事

外構改良 H=800後 整正 ｍ3 36.0 別途工事

重機回送費 式 1.0 別途工事

室内配合試験 試料 2.0 別途工事

六価クロム溶出試験 回 2.0 別途工事

一軸圧縮試験 ６供試体 回 2.0 別途工事

地盤改良位置出し 式 1.0 別途工事

地盤改良施工図 式 1.0 別途工事

工事写真 式 1.0 別途工事

書類作成 式 1.0 別途工事



記号 名称 形状・村法 呼称 数量 単価 金額 備考

2 土工事（２期工事）

カッター切断 ｍ 237.0 別途工事

地盤改良後根切 床付込 ｍ3 170.0 別途工事

掘削度運搬 場内仮置き ｍ3 170.0 別途工事

埋め戻し 残土を転用可能 ｍ3 47.0 本工事

防湿シート敷き ｍ3 229.0 本工事

残土処分 改良余剰土 ｍ3 203.0 本工事

残土処分 掘削残土 ｍ3 204.0 本工事

※ 内訳書内の残土土量は参考数量です。

改良残土は建設発生土として利用可能です

（H18.8.10 国管技第112号）




